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三
重
県
内
に
お
け
る
労
働
災
害
に
よ
る
死
亡
災
害
者
数
は
、
九
月
二
十
五
日
現
在
、
十
名

と
対
前
年
同
月
比
で
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
七
月
に
は
最
近
五
か
年
間
で
最
も
多
い
四
名

も
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
休
業
四
日
以
上
の
死
傷
者
数
に
つ
い
て
は
、
八
月
末

現
在
で
、
対
前
年
比
で
六
・
一
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
一
部
の
地
域
や
業
種
で

は
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
年
末
を
迎
え
る
な
か
で
、
労
働
災
害
発
生
に
防
止
に
、
一
層
、

気
を
引
き
締
め
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

一
方
、
県
内
に
お
け
る
平
成
二
十
四
年
の
業
務
上
疾
病
に
よ
る
被
災
者
数
は
、
腰
痛
の
八

十
八
人
を
含
め
百
五
十
人
と
、
平
成
二
十
三
年
に
比
べ
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
腰
痛
以
外

の
業
務
上
疾
病
も
多
く
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、
定
期
健
康
診
断
に
お
け
る
有
所
見
者
の
割

合
を
見
る
と
、
四
十
九
・
七
％
と
依
然
高
い
水
準
に
あ
り
、
職
場
で
の
健
康
リ
ス
ク
は
依
然

と
し
て
存
在
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
県
内
に
お
い
て
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
導
入
し
て
い
る
事
業
場
や
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
場
の
割
合
は
、
平
成
二
十
四
年
結
果
で
、
全
産
業
で
半
数

以
下
で
あ
り
、
事
業
場
に
お
け
る
自
主
的
な
取
組
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
、
求
め
ら
れ
て

い
る
。 

 

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
本
年
は
、
「
死
傷
者
数
に
つ
い
て
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
減
少

を
図
る
と
と
も
に
、
死
亡
者
数
に
つ
い
て
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
減
少
を
図
る
こ
と
」
を

目
標
と
す
る
第
十
二
次
労
働
災
害
防
止
計
画
の
初
年
度
で
あ
り
、
そ
の
目
標
達
成
の
た
め
、

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
の
実
施
等
、
自
主
的
な
安
全
衛
生
管
理
活
動
の
一
層
の
促
進
を
図

り
、
基
本
的
な
事
項
の
徹
底
に
よ
る
労
働
災
害
防
止
対
策
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、
化
学

物
質
に
よ
る
健
康
確
保
対
策
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策
等
の
労
働
者
の
健
康
確
保
対
策
を
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

 

昨
今
の
状
況
を
見
る
と
、
人
的
資
源
の
不
足
な
ど
か
ら
安
全
衛
生
管
理
体
制
の
弱
体
化
や

労
働
災
害
防
止
活
動
の
停
滞
も
懸
念
さ
れ
る
が
、
私
た
ち
は
、
い
か
な
る
状
況
下
に
お
い
て

も
、
労
働
者
の
安
全
と
健
康
は
最
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
再
度
確
認
す
る
と
と

も
に
、
本
大
会
を
契
機
と
し
て
、
決
意
を
新
た
に
、
す
べ
て
の
労
働
者
が
安
全
で
健
康
に
働

く
こ
と
が
で
き
る
職
場
の
実
現
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
誓
う
。 

 

平
成
二
十
五
年
十
月
二
日 

平
成
二
十
五
年
度
三
重
県
産
業
安
全
衛
生
大
会 


